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ミルフォードヘのルート ①

②

③

④

クィ ーン ズタ ウン から:

ワカティプ湖 一全長84km 、最深400m の南島で二番目に大きい湖。

リ マ ーカプ ル ズ山 脈 一壮 観な こ の山 脈の 最 高峰 は2,300m の ダ ブ ル・

コー ン。

キングストン ー蒸気機関車キングストン・フライヤー号の発着地o ここからは、

残存する氷堆石の11まで行くことができるバス・ツアーが催行されている。

ガ ースト ン ー一一一番近い 海から128km も 離 れた、ニュ ージーランドで 最

も内陸に位 置する町。

⑤　 モスバーン ーニュージーランドにおける牧鹿業の発祥地。

⑥

⑦

テ・アナウから:

テ・アナウ湖 一面積352km2 、全長61km 、最深417m 。3つの入り江を持
つニュージーランドで二番目に大きい湖。

マーチソン山脈- この国原産の珍しい鳥夕力へ( 学名: ポルフィリオ・

マンテリ)の生息地。

(jE匝!!Ξ)テ・アナウ・ダウンズ ー入り江にあるこのボート乗り場がミルフォー

ド・1 ラヽックの出発点。

(孫Ξ)
脂 Ｅ)

ノブズ・フラット ー公衆トイレ ／電話、外国語に翻訳された展示有り。

ザ・デバイド ー束西を結ぶサザン・アルプスで最も低い峠(5

こはルートバーン、ケイプルズ、グリーンストーンとワカテ

結ぶルートの出発点でもある。
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⑥　 マリアン・コ ーナー －なだ れ警戒 令期間は 入り口 の門が閉鎖となる。

⑨　 ロウ アー・ポリプ オート ・ロ ード分岐点 と眺望ポイント ーホリフォー

ド谷からポリプ オート・トラッ クの出発点に続く曲がりくねった道路。(

回ＥＥｉ) ホーマー・トンネル ー岩を切り開いただけの荒削りなこのトンネルは、ミル

フォー－ドに向かって10m 進むごとに1m 下に傾斜しているo 全長1,219m。 二車線。

尽y 而扁) ザ ・キャ ズ ム ークレド ウ川 の水 は、滝 口か ら落 差22m の ア ッパ ー滝

へと流 れ出て い る。 危険な ので 、境 界線を 越え て滝 に近づ かな いこ

と( 往 復15 分)。

(回ΣΞ Ξ)ミ ルフ ォード ・サウ ンド ー到 着後、駐 車場 からビ ジタ ー・セ ンター

(リ アル・ジャーニ ーズのチェ ックイン ・カウン ター) まで 徒歩10 分。

‘ ⌒̈ ⌒゛　　　　　　　　　　 個人で 車を運転してミ ルフォード・サウンドへ来られるお客様で、時問4
ｔｏ Ｑｕｅｅｎ５ｔｏじとrう　　　　　 的に余裕のある方は、以下のような場所にもお立ち寄りいただけます。

W ・回　
げ　　

く鵬 Ｅ) ミ ラー湖群 一山々の景色が湖面上に鏡のように映る美しさマ有名な小湖群。

Ｘ　

Ｏ　 エ グリントン谷 一美しいこの谷沿いには
ヽ 環境保護局指定の

休憩　 や

キャンプ場がある。

(訟 Ｅ) レ イク・ガン・ネイチャ ー･･ ウ ォ ーク ーブナ 林からガ ン湖に続く環 状ルート 往復30 分)。ピ

クニ ック ／キャンプ ・エ リア有。

⑧ キー・サミ ット ーデ バイドから始 まり、ルート バーン・ト ラックから原生林を抜け、 牛一 ・サ

ミットの小湖や 沼地に続く散 策ル ート( 往 復3 時 間)。

⑩ レイク・マリアン ー林を抜け、美しいピ クニック・エリアに続く勾配の険しいこのルートの出発点

は、ロウアー・ホリフす一ド・ロードから南へ1km の距 離にあるマリアン・コーナー( 往 復4 時 間)。

○ ガンズ・キャンプ ーここには小屋があるほか、数に限 Ｏはあるが 食料品や 口用品等も購入できる。

開拓 博物館は一 見の価値有り。

⑤ モンキー・クリーク/リトルズ・フラット ーアッパー・ポリプオートとダレン山脈の眺望が満喫できる。

個人で車を運転してミルフォード・サウンドへ行かれる場合は、テ・アナウを出発される前にガソリンを満

タンにして下さい( 往復240k㈲。
-
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フ ィ ヨ ル ド ラ ン ド 国 立 公 園

フィヨルドランド国立公園は、ニュージーランドで一番大きな国立

公園です。その面積125 万ヘクタール（300万エーカー）はニュージー

ランドで二番目に大きな国立公園の2倍以上の面積に相当する広さ

を誇っていますO

険しく起伏に富んだ地形、岩の多い海岸線、密林と急変し やすい

気候条件は、この地域の道路や町の発達を妨げてきた最大の原因

となっています。

フィヨルドランド国立公園は、そのユニークな特色から世界遺

産として特別保護と認可を受けています。フィヨルド ランド

は、地球上における進化の歴史を証明するすばらしい自然と

その類いまれな美しさが認められ、1986 年に世界遺産地域

に指定されました。

その後、1990 年には、フィヨ ルドランドはマウント・

アスパイアリング、ウエストランド、アオラキ ／マ

ウント・クックの各国立公園との合併により、 世

界遺産地域 テ ワヒポウナム ／サウス ウェ

ノ

スト・ニュージーランドとなりました。
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ミ ル フ ォ ー ド ・ ロ ー ド と

ホ ー マ ー ・ ト ン ネ ル

ミルフォード・サウンドへの開通作業は1930
年に開始され、1934年までにはデバイドまで
道が切り開かれました。その後、第二次世界
大戦が始まると、作業は遅れ、道路は1954年
になって漸く完成したのでした。 1935年に開始

されたホーマー・トンネルの開通作業も同様に

な だ れ

春と冬は雪崩が非常に発
生しやすく、ときには風
速毎時200kmにもおよぶ衝
風をともなって、古いブナ

1` ･　￥｡　`　　゙ ・ ｀I　　　の木々 を薙ぎ 倒し てし まうＷ Ｆ

雪崩 警戒令により、雪崩が発生し

やすいミルフォード・ロードのアッパー・ホリフォー－ド ー

クレドウ・ヴァレー間 のモニター・チェックが入念に行

われて います。雪 崩の 発生しやす い時 期には、マリ ア

ン・コーナーの門が閉鎖されるほか、安全 ヒの理由によ

り、一部で路ﾋ 停車ができなくなることもあります。

木々によるなだ れも、この地域における自然現象の一一つ

です。森林地帯の岩肌 に見られる 大きな痕跡は、この自

然現象によるものです。ブ ナの木は表層土が十分でない

と、根を絡ませて重みに耐えようとしますO 木々による

なだれは、通常、人量 の降雨 ／降雪によ り、根が草木を

支えきれなくなったときに生じ ます。これらの木々が重

みに耐えきれず、土台 となっていた固い岩から剥ぎとら

れるように落ちるとき、他の草木や根までも薙ぎ倒して

しまいます。

11953 年にようやく完成しています。このトンネ
ルは翌年の1954年に公式に開通しました。

このトンネルの開通作業には、非常に多くの困難
がともないましたO 大規模な岩の破砕作業により
雪溶け水が浸水し、掘り進むにつれ水が溜まってい
きました。最終的には、毎時1万ガロンにもおよぶ浸
水は、大型の圧縮機により下流にある発電所に送られ

るようになりましたO

作業者たちにとって、なだれもまた、悩みの種の一つ
でした。頻発する周辺の山々からのなだれの解決策の

一つとして、なだれ警備隊が配属されました。これは、
比較的に効果が見られたものの、作業中3名の犠牲者を
出しています。最初の犠牲者が出た後、作業者たちを
保護するために鉄筋コンクリートの杭門が建設されま
したO その後、なだれによってこの杭門とその付近に
あった作業者たちの宿泊小屋が破壊されてしまいまし
たが、幸いにも犠牲者はありませんでした。

ホーマー・トンネル開通工事の様子り9jj.･ ｼﾞjj

気 候 の 涼 し い 雨 林 地 帯

ミルフォードヘの道路の両側には、蔓植物、木生シダ

をはじめとするシダ植物や木々の生い茂った、雨林の
景観が広かっています。

ここに生息する木々のうち最も多いのは、雨量の多い

フィヨルドランドの気候条件に適した、マオリ語で夕
ワイと呼ばれるブナ科のシルバー・ビーチで、随所で
目にすることができます。シルバー・ビーチの若木は、
樹皮が特色のある銀色がかった白色で、鋸歯状の葉は
指の爪ほどの大きさです。この木は適切な条件下では725m
の高さまで成長することもあります。このばかに
も、ミルフォード・ロード沿いではマウンテン・ビー
チやレッド・ビーチの木も見ることができます。

また、ミルフォード・サウンドに向かう道中、土壌の
肥沃ないくつかの地域では、主にリムをはじめとした

イヌマキ科の高木がところ狭しと密生しているのも見
ることができます。　リムは、最高で50m の高さまで成長
するものもあり、樹皮は薄く、焦げ茶色で、葉はあた
かも深くうなだれているかのように垂れドがっていま
す。キャズムでは、これらの品種の良い例を見ること

ができます。このほか、ファイブ・フ ィンガーズや
マーブル・リーフをはじめとする広葉植物にもご注目
下さい。
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気 候

フィヨルドランド国立公園は、
世界で最も雨量の多い地域の
一つで、ミルフォード・サウ
ンド で は 年 間 の 降 水 量 が6,000mm
を 上回っ てい ます。

雨が激しく降ると、雨水は岩

はだから滝のように流れ落ち、
小川は急流になります。
5月から8月にかけてが最も涼
しく、日中気温は4~10で程度
です。太陽の位置が低くなる
冬季には、陽の当らない谷底

に降りた霜が氷に変わります。11
月から2月にかけてが最も暖
かく、風が入りにくく日当り
の良い場所は気温が25Ｃ゚を上
回ります。
ここは天候が急変しやすいた
め、季節を問わずあらゆる天
候条件に対応できる服装をご
用意されることをお勧めいた
します。
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ミ ル フ ォ ー ド ・ サ ウ ン ド

① ミ ル フ ォ ード ・ホ テ ル ー1878 年 に ミ ル フ ォー ド に定 住 した 最 初 のヨ ー

ロ ッ パ人 ド ナル ド ・サ ザ ラン ド の住 居 跡。 現 在 のホ テル は1954 年 に 建

設さ れた もの。

② ビ ジ タ ー ・セン タ ー とボ ート 乗 り 場 コJ ア ル ・ジ ャー ニ ー ズの 所有 す

る 日帰り また は泊 りがけ の クル ーズ船 の発 着地( 駐 車 場よ り徒歩10 分)。

③ セ メ タリ ー・ポ イ ント ーボ ウエ ン滝 か ら落 とさ れ た岩 石 の砕 片 が古 墳

のよ う に積 もっ て いる こ と か ら名 付け られ た こ の場 所は 、18り4年 に亡

く な っ たミ ル フ ォ ード ・ト ラ ッ ク開 通 作業 の 労働 者 ウ ィリ ア ム・ ラ ス

バン が最 初に 葬ら れて以 来、 墓地 とし て使 用さ れて いるo

④ ボウエ ン 滝( リ レ ・ヒ ネ・テ ・ アワ ー｢ 小 川 の 少女 の滝｣) －ダ レ ン連山

の谷 間よ り流 れ落 ち る、 落差160m の こ の 大き な 滝は 徒歩 で 見 に行 くこ

と がで き る。　こ の滝 は、1871 年 にＨＭs ク リ オ号で ミ ル フ ォ ード を 訪れ

た 初 期 の ニ ュ ージ ー ラ ンド 総督 ジ ョ ー ジ ・ボ ウ エ ン 卿 の 妻 エ リ ザ ベ

ス・ボウ エン にち なんで 名 付け られ た( 往 復20 分)。

⑤ シ ン バッド 峡 谷 －フ ィリ ップ ス山、ロ ウ レニ ー・ピ ー ク と マ イ タ ー・

ピ ー クに囲 まれた 峡谷。

⑥ マ イタ ー ・ピ ーク( ラ ホト ウ ー男 性 らし さ の象 徴) 一海 面か らそ そ り 立

つ 山 とし て は 世 界一 高 い とさ れて いる1,682m の こ の 山は 、 司 教の か ぶ

るマ イ ター( 冠) に 似て い るこ とか ら名 付け られ た。

⑦ コパー・ポイント ー岩から銅が発見されたため名付けられたこの地域は、風

が渦を巻いており、しばしば100 ノ ット( 風速180km) を 超 える突風があるo

⑧ アニタ・ベイ ーマオリの人列よ、この湾一帯にあるグリーンストーン( マオリ語で夕

キワイと呼ばれるボーエン岩で装飾用として重宝された) を探し求めてやって来たo

⑨ セ ント ・ アン ・ポ イ ント ーここ ににn9 世 紀 の 終 わり 頃 に灯 台 が設 置 さ

れ 、船 の出 入り の円 滑化 に貢 献した 。

⑩ テール・ポイント ーミルフォード・サウンドの北の入り口。この入り口を外海か

ら確認するのはほとんど不可能であり、捕鯨船をはじめとする多くの船が長い

間ミルフォート・サウンドを発見することができなかったのもこのためである。

○ ピ オピ オ タヒ 海洋保 護区 －フ ィヨ ルド の北 部に ある00 ヘ クタ バ レの小

規模 な海 洋保 護区。

② ペンブロ ーク山( マ オリ 語でプヒプヒ ・タキワイ。グリ ーンスト ーン製の

カヌ ーの装飾品 を意味する) －ミルフォード・サウンド で最も高い山の一つ

(標 高2,014m)o 山 中 に位置するペンブ ローク氷河は、フィヨ ルド を形 成し た

氷河の残存部分。

○ スタ ーリ ン グ滝 －ＨＭＳク リオ号 の スター リン グ船長 にち な んで 名付け られ た155m の 滝 。

○ グレ ーシア ル ・スト レイ シ ョン ー海面 よ り崖 の 上300m ま で の高 さ に入っ た 大き な 横ス ジは、 約1 万4 千 年 前に 岩が 氷河 によ っ

て押 し出 され たと き に形成 され たも の。

⑤ ザ ・ライ オン ーキ ン バリ一 山と いう 正式 名 を持つ 標 高口01m の こ の山 は、 座っ てい る ライ オン に形が 似て いる ことか ら、 ザ ・

ラ イオ ンの 名で知 られて い る。

⑩ 水中観測所一特定岫 刻に催行される水中観測所ツアーは､ 別料金にて参加することができる(詳細はリ ルじ ヤ ニづ のカウンターにてお問い合わせ下さい)。

○ ハリソン入り江 －フィヨルド内で最も風雨から保護された停泊地o ベ ンブローク山の雪溶け水がハリソン川からフィヨルドへ流れ出ているo

⑩ デ ィ ープ ・ウォ ータ ー ・ベイ スン ーアーサ ー川 と クレド ー川 の河 剛 こあ るミ ルフ ォード ・ト テ ソクの終点。

岩 と 氷 と 水

フィヨルドランドは、太平洋プレートとオーストラリア・プレートの境界付近に位置しています。この二つのプレートが合流
する高山断層では、オーストラリア・プレートが太平洋プレートの下に潜り込んでいます(高山断層は南島のウエスト・コー
ストからミルフォード・サウンドの入り口まで続いています)。この結果、太平洋プレートＬの地層が隆起して形成されたの
がサザン・アルプスです。
このため、フィヨルドランドは斑点のある花こう岩をはじめとする火成岩の多い、地理的に複雑な地域となっており、ホー

マー・トンネル周辺の景色はその代表的なものです。ミルフォード・サウンドにある岩石は地圧によって形成された、主に片
麻岩をはじめとする変成岩です。

約200万年前、地球の寒冷化により氷河期が始まりました。フ ずヨルドランド一帯に雪が積もり。
氷となり、ミルフォート・サウンドをはじめとする谷間では、氷によって氷河が形成され

もっと詳しく
知りたい方へ

リ ア ル ・ ジ ャ ー ニ ー ズ ・ ビ ジ タ ー ・

セ ン タ ー に て ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 作 家

ネ ヴ ィ ル ・ ピ ー ト 著 に よ る フ ィ ヨ ル ド

ラ ン ド の ガ イ ド ブ ッ ク 、「Milford So ｕnd

＆Road to Milford 」 と 「Ｄｏｕb面1 So ｕnd ＆ManaPo

ｕ削 を お 買 い 求 め い た だ け ま す 。

ましたO 氷河は海に向かって流れ出て行くうちに徐々に削り取られ、温暖期に入っでか

らも、と きおり寒い時期が訪れ、その結果、氷河は 何度も後退と前進を 繰り返し、

前進するごとに谷間を深く切り刻み、入り江の両側を削り取って 行きました。 ク

ルーズ船でフ ィヨルドを周遊されるお客様には、氷河活動によってつくられた峡

谷やブレーシアル・ ストレイション（岩が氷河によって押し出されたときにつ
へ

くられた スジ）などをご覧いただくことができます。

ミルフ ォード・サウンドの地理学上の正式名は 「フ ィヨルド」です。フ ィヨ

ルドは、氷河によって浸食された狭く勾配の険しい谷に、氷河 の後退によっ

て海水が入り込んでできた入り江ですO ミルフォード・サウンド の名前と

は対!4 的に 「サウンド」とは、本　 は、川沿いの谷に海抜のL 昇や地　 の

陥没によって海水が入り込んでできた入り汪を意味するものですO



マ オ リ の 歴 史 と 伝 説

ミ ルフォード・サウンド（マオリ語でピ オピオタヒ戸ま、千年以 上も

前にマオリのイーウィ部族によって発見されたと考えられています。

彼らは、主に水路交通にたよっていましたが、陸路交通に適した時

期 には石や亜麻などの繊維や食糧を探し求めて歩き回ることもあ

り ましたO 彼らが東から旅をするときには、マッキ ノン峠をはじ

めとする峠を越えるルートが代々使用されてきました。道には名

前が付けられ、歌にお り込まれ、歌い継がれていきました。

ト ウ・テ・ラキ・フ ァノア: マオリの伝説によると、フィヨルド

ランド の海岸の「彫刻」作業はト ウ・テ・ラキ・ファノアという

伝 説の神人の手に委ねられたということですO 彼は大声で歌（マ

オリ語で「カラキア」）を歌いながら、テ・ハモと呼ばれる手斧

（マオリ語で 「卜牛」）で高くそびえる岩山を削り始めました。北

に進むにつれ、彼の仕事は完成して行きました。彼は、頻繁にし

けとなる荒れがちの外海の水が時お り「避難」できるように曲が

りくねった長い入り江をつくりまし たO ミ ルフォード ・サウンド

（マオリ語でピ オピ オタヒバま、彼の彫刻の中でも最高傑作とされ

てい ます。残念な事に、他の仕事を任 命された彼は、内陸の道を

切り開く前にここを去らなければなりませんでした。

タキワイ: ミルフォード・サウンドの入り口、アニタ・ベイにある大石

は、半透明の緑のボーエン岩でできています。これは、石器や装飾品と

して古くからマオリの人々に重宝されてきたポウナム（グリーンストーン）

の特殊な形状です。マオリの伝説によると、3人の妻を失ったタマという

名の酋長は海岸を探索していたとき、ピ オピ オタヒ（ミルフ す一ド・サウン

ド）に入り、そこで石になってしまった彼の妻の一一人ヒネ・ポウナムを発見し

たのでしたO 彼が悲しみ
した涙は、石に浸透し、

（マオリ語で「夕牛」または 「タンギ」）のあまりに流

きらきらと光り輝く斑点となりましたO このときから、

この石はタキワイまたはタンギワイの名で知られるようになりました。

ピオピオタヒ: ある伝説によると、ピオピオタヒは夕牛ワイ（ブリーンストーン
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一一種）を採るためにミルフォード・サウンドの海岸にやって来たカヌーの名前だった
ということです。また他説によると、ピオピオタヒはフィヨルドランド南部の海を訪れ
たマウイ・ティキティキ・ア・タランガという半神がペットとして可愛かっていた鳥（おそ
らく、現在では絶滅したとされているこの国原産のツグミ「ピオピオ」であろう）の名前で
あったとも言われています。

ヨ ー ロ ッ パ の 歴 史

1ﾌﾌO年、ジェームズ・クック隊長は岩の多い海岸線を探検し
ましたが、これ以上奥には何もないと思い込んでいたため、
ミルフォード・サウンド内には入りませんでした。

ミルフォードを発見した最初のヨーロッパ人は、おそらく、17ﾘ3
年から海岸沿いでアザラシやオットセイの捕獲を始めた

初期の開拓者の一一団であったでしょうO ミルフォード・サウ
ンドは、有名なアザラシ捕獲家ジョン・プローブ船長が、自

分の生まれ故郷ウェールズのミルフォード・ペイプシにちな
んで180り年から1823年の間に名付けたと考えられています。

エリザベス号でアザラシ漁をしていた初期の捕獲家ジョン・
ボルトビーは、1826年に次のようなコメントを残しています。F

出発の初口、私たちは30マイルほど離れた、アザラシ漁師た
ちがミルフォード・ペイプシと呼んでいる場所にボートを運
びL げ、彼らが建てた小屋で一一泊した( 注:ここはアニタ・ベ
イの西端に当たる)｡｣

｢ミルフォード・ペイプシは、高くそびえる山々とその間に広
がる深い谷間の大自然に恵まれたロマンティックな場所に見え
る。森にはウッドヘン(ウェカ)、グリーンリ ベート( 力力水)、
エミュー( キーウィ) などの狩猟鳥が豊富に生息している。　こ
れらの鳥は大きく、地面や木の穴の中に卵を産み、飛ぶこと

ができないので、簡単に犬に捕まってしまう｡｣

｢ここの左側には、二つの山脈を結ぶ奥深く狭い道があったO
私たちは、ときおりものすごい暴風が吹き荒れる二の道を送
気管と呼んだ｡｣

ヨーロッパからの移民による定住は、スコットランド人、ド
ナルド・サザランドによる｢ ミルフォード市｣ の設立を機に18ﾌO
年代の末ごろから始まりました。

1888年のミルフォード・トラック開通後、サザランドは妻の
エリザベスとともにミルフォード・トラックを旅する人々や
このすばらしい地を一目見ようと訪れる人々のために全12室
の宿泊所を建設しました。

紅 茶 色 の 水

ミルフォード・サウンドをはじめとする雨量の多い

フィヨルドに入り込んだ海水には、不思議な現象が
起こりますo 入り江に入り込んだ海水の水面には、
やがて薄い紅茶色の淡水層が形成されます。山から
流れてくる、海水よりも比量の軽い大量の雨水が水
面に層を形成するからです。この淡水層が塩分と融
合することはほとんどありませんo 山から流れる雨
水は、川や滝を経てフィヨルドに流れ込むまでに林
床のタンニンやその他の有機質によって薄茶色に変
色しています。

(わずかに塩分を含む)この淡水｢ レンズ｣( 深さ2~3m)
は、変色に対するりフィルターの役目をしますo 海
水への光の浸透度は、淡水への浸透度と比べてはる
かに低く(フィヨルド水深10mは沿岸の水深70m に相
当)、暗さに慣れている海洋生物はフィヨルドでは、

海よりもずっと浅いところで生息することができ、40m
バンドと呼ばれる水面から40m以内の領域には、
豊富な種類の珍しい海洋生物が生息しています。

ミルフォード・サウンド水中観測所(特定の時刻に
ツアーを催行 一別料金にて参加可)では、これらの
海洋生物を見学することができます。
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